
　新たな拠点の立ち上げに苦労された経験

をお持ちの方も多いと思うが、利益が出る

と資金繰りが悪化するということがある。

そんなバカなことがあるのかと思われる方

もあるかもしれない。実は、新拠点の立ち

上げ時などにはよくあることなのだが、一

つには売上が急激に拡大した場合だ。いっ

きに損益分岐点を超える売上が確保できれ

ば、大きな利益を出すこともできる。よう

やく目論見通り利益が出せることになった

とホッとする時でもある。しかし、ここで

襲ってくるのが資金問題だ。

運転資金の増大による資金の悪化

　その原因の一つは売掛金の増大だ。売掛

金は商品を販売したにもかかわらず、まだ、

お金がもらえていない状態のことで、販売

先に無償でお金を貸しているのと同じだ。

基本取引契約で入金が 2ヵ月先になってい

れば、売上が現金として回収できるのは

2ヵ月先で、その間はお金が入ってこない。

急激な売上拡大に対応するため大幅に増員

した従業員への給与の支払いは、入金が

2ヵ月先なのでそれまで待ってくれという

訳にはいかない。十分な資金がないと、い

きなり資金繰りが苦しくなるということも

あるのだ。

　さらに売上拡大時には、在庫日数が同じ

であれば売上に連動して在庫は増える。完

成品在庫に限らず、材料在庫も仕掛在庫も

増える。在庫はお金が物に形を変えた状態

なので、在庫が増えたということは、それ

だけお金が在庫になって減ったということ

になる。外部からの調達部材については支

払いサイトを売掛金の入金サイトより長く

できれば少しは楽だが、売上拡大に伴う在

庫の増分はそれだけお金が減ることを意味

する。

　すなわち、売上が急激に拡大することで、

いっきに利益は拡大するものの、運転資金

が大幅に増えるため、お金が回らなくなる

ということがあるのだ。

税金支払いによる資金の悪化

　ところで、利益が出るようになると資金

が苦しくなるもう一つの理由は、税金の問

題だ。立ち上げ初年度は赤字だったので気

付いていなかったということもあるかもし

れないが、売上を大幅に拡大でき利益が出

せればすぐに累損は解消できる。そうなる

と必要なのが税金の支払いだ。タイの法人

税率は 20％と他国と比較すると極めて低い

が、法人税が 30％もある国では利益の３割

を法人税として支払いする必要がある。税

金を支払うタイミングに、それだけの現金

がないと資金がショートすることになる。

立ち上げ間もない拠点の資金計画を拝見し

た際、この税金の支払いが計画から抜け落

ちているという例を見たことがあるが、黒

字を続けている企業では当たり前のことが

忘れられていると資金問題に直面すること

があるということだ。
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【第7面に続く】
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金融

　このように、ようやく利益が出せてホッ

とした途端に、今度は資金繰りに苦慮する

という事態に陥ることもあるということ

だ。

お金がすべて

　事業を進める上での基本はキャッシュフ

ローであり、このことは、このコラムで何

度も記載してきた。お金は人で言うと血液

と同じであり、血液の流れが止まれば死ぬ

ことになるのは人も企業も同じだ。いかに

してお金を増やすか、すなわち、キャッシュ

を生まないものにお金を使うのではなく、

真にお金を生み出すものに投資できている

かを確認すると共に、適切な資金計画を立

てて経営推進することが大切だ。

　とりわけ、資金繰りでは、日常の取引で

の入出金以外の出金について注意が大切

だ。前述した税金の支払い、賞与の支払い

など日常とは異なる大きな支払いが必要に

なる時はいつかをしっかり把握し、その時

になって慌てることの無いように事前に適

切な資金計画を立てておくことだ。黒字倒

産という言葉があるが、黒字でも資金が回

らなければ企業は倒産する。そのようなこ

とがないように日頃からキャッシュフロー

に徹した経営を心掛けたい。

【第6面から続く】

　2 月 22 日のドルバーツは 31・

50 台後半で取引を開始した。前

日に公表された米連邦公開市場

委員会（FOMC）議事録において

景気判断が引き上げられていた

こと等をきっかけにドル買いが

優勢となるとドルバーツは 31・60 台前半

まで上昇。しかし海外投資家からの資金流

入が継続し次第に上値は重くなり 23 日に

かけて 31・40 近辺まで下落した。

　週明け 26 日以降は月末を控えた実需勢

のバーツ買い需要が意識されドルバーツは

31・30 台前半まで下落。27 日には一時

31・20 台後半まで下落する場面も見られ

たが、海外時間にパウエル新米連邦準備制

度理事会（FRB）議長の議会証言が行われ、

「米景気が過熱すれば利上げペースを早め

る必要がある」等のタカ派コメントが目立

ち、米利上げペースが加速するとの思惑か

らドル買いが優勢となるとドルバーツは

31.50 近辺まで上昇した。

　28 日にはタイ中銀が 1 月経常収支を発

表し市場予想を上回る 5211 百万米ドルの

黒字であったことが分かるとドルバーツは

一時 31.40 割れまでバーツ高が進行したが

足元では再び 31.40 台まで値を戻してい

る。

ドルバーツは底堅い推移を予想

　今週最大の注目を集めたのはパウエル

FRB 議長の議会証言だった。23 日に公表さ

れた半期に一度の FRB 報告では、足元の株

式相場の下落が大きな懸念となっておら

ず、利上げ路線に変更がないことが示され

た。その後今週に入り行われたパウエル議

長の議会証言では事前に公表されたテキス

トで米経済に対する強気な見通しや利上げ

継続に前向きなスタンスが確認され、その

後の議会証言でも「米経済が過熱すれば利

上げペースを早める必要がある」等のタカ

派コメントが目立つ形となり、米利上げ

ペース加速を織り込みつつある。

　ドルバーツは今週、月末のバーツ買い需

要を背景に 31.20 台まで下落する場面も見

られたが、パウエル FRB 議長の議会証言を

受けて大きく反発している。米利上げペー

スの加速＝ドル高バーツ安とは見ていない

が、1 月のようなバーツ高進行は一旦落ち

着きを見せており、ドルバーツは一旦底を

打ったと考えてもよいかもしれない。来週

は目立ったタイ経済指標の公表も予定され

ておらず、米利上げペース加速への思惑か

らドルバーツは底堅い展開を予想する。

　　　　　　　　　　　（2月 28 日 23：45）
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